
令和4年7月22日
令和４年版土地白書について、以下のとおり訂正します。ご迷惑をおかけしましたことお詫び申し上げます。
※赤枠は正誤箇所です。
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（地価に関する意識）
企業の地価に関する意識についてみると、公益財団法人全国宅地建物取引業協会連合会不

動産総合研究所「不動産市況DI調査」によれば、現在の地下水準の実感に関するDI1 （３
か月前と比較して調査時点の地価が、「大きく上昇している」と回答した企業の割合と「や
や上昇している」と回答した企業の割合の1/2との和から、「大きく下落している」と回答
した企業の割合と「やや下落している」と回答した企業の割合の1/2 との和を差し引いたも
の）は、令和４年１月は関東で18.2ポイント、近畿で8.8ポイント、全国で10.8ポイントとい
ずれも前年同月から上昇した（図表1-1-5）。
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企業の地価に関する意識についてみると、公益社団法人全国宅地建物取引業協会連合会不
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か月前と比較して調査時点の地価が、「大きく上昇している」と回答した企業の割合と「や
や上昇している」と回答した企業の割合の1/2との和から、「大きく下落している」と回答
した企業の割合と「やや下落している」と回答した企業の割合の1/2 との和を差し引いたも
の）は、令和４年１月は関東で18.2ポイント、近畿で8.8ポイント、全国で10.8ポイントとい
ずれも前年同月から上昇した（図表1-1-5）。
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（土地取引に関する意識）
企業の土地取引に関する意識についてみると、公益財団法人全国宅地建物取引業協会連合
会不動産総合研究所「不動産市況DI調査」によれば、現在の土地取引に関するDI（３か月
前と比較して調査時点の土地取引件数が、「大きく増加している」と回答した企業の割合と
「やや増加している」と回答した企業の割合の1/2 との和から、「大きく減少している」と
回答した企業の割合と「やや減少している」と回答した企業の割合の1/2 との和を差し引い
たもの）は令和３年４月にはプラスに転じたものの、令和４年１月には、関東が-2.8ポイン
ト、近畿が-12.5ポイント、全国が-10.4ポイントといずれもマイナスとなった（図表1-2-
4）。
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ト、近畿が-12.5ポイント、全国が-10.4ポイントといずれもマイナスとなった（図表1-2-
4）。
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